
規模決定の考え方

・前年の作付面積１０ｈａ、拡大面積５ｈａの場合で

（既存の機械がある場合）

・前年の作付面積１０ｈａ、拡大面積５ｈａの場合で

（既存の機械が耐用年数を相当年経過している場合）

・新規で１０ｈａの作付を開始する場合

既存機械は処分、１５ｈａの機械を導入

新規面積（１０ｈａ）

１０ｈａ分の機械を導入

前年の作付面積（１０ｈａ） 拡大面積（５ｈａ）

１０ｈａは、既存機械で対応 ５ｈａ分の機械を導入

前年の作付面積（１０ｈａ） 拡大面積（５ｈａ）


